
・授業に興味を持って参加しようとしている。
・データ，情報，知識の違いを理解できる。
・情報化の光と影について理解し，正しく判断できる。

・コミュニケーションの各種の分類や形態を理解できる。
・目的に応じて，電子メール，電子掲示板，ブログ，ＳＮＳなどの
コミュニケーションツールを適切に利用することができる。

・アナログとディジタルの概念とその相違を理解している。
・アナログ音声をディジタル化する仕組みを理解している。
・データ送受信における圧縮の種類と仕組みを理解している。

・問題を明確化して解決への手順を示せる。
・問題解決のための情報収集やアイデア収集・分類の手法を理解し
ている。

問題解決
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学習上の留意点

年度末の成績評価は，下記のとおり行う。
ｽｸｰﾘﾝｸﾞ時の態度15％　ﾚﾎﾟｰﾄの得点50％　前後期試験の得点35％

ｽｸｰﾘﾝｸﾞ：年間4回出席すること。学習意欲，学習に対する姿勢など
ﾚﾎﾟｰﾄ：前期2枚，後期2枚提出し，合格すること。
試験：前期・後期試験を受けること。
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教科書をよく読み，レポート，試験ともに丁寧に解答する。乱雑な書き方では採点されないこと
もあります。
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ネットワークと
コミュニケーション

情報と情報社会

アナログとディジタ
ル

科目の
概　要

科目の
目　標

試験
範囲

ﾚﾎﾟｰﾄ
回

ｽｸｰﾘﾝｸﾞ
回

情報社会に参画するに当たって身に付けておかなければならない知識や技術を学習する科目です。
これは，コンピュータやソフトウェアの操作を覚えることをさすわけではありません。

情報の特徴と情報化が社会に及ぼす影響を理解させ，情報機器や情報通信ネットワークなどを適切に活用し
て情報を収集，処理，表現するとともに効果的にコミュニケーションを行う能力を養い，情報社会に参画す
る態度を育てる。

学習内容 到達目標

レポート数

44社会と情報（2） 原則3年次 必修 通年

科目名(単位数) 対象年次 履修 期別 必要面接時数


